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書評
天野敬太郎先生古稀記念会発行
『図書館学とその周辺ー天野敬太郎先生古稀記念論文集』
杉原 四郎
ー
1500ページに近いこの大冊にあつめられた80人の文章＿巻頭の編集委員代表奥村藤
嗣の献辞および本庄栄治郎の「天野敬太郎君の古稀を祝して」という序，巻末の竹内市子
による天野の「略年譜」および深井人詩によるその「著作目録」の計4篇をふくむ―
は，職場や年齢や専攻は多様であるが，半世紀を図書館人としての道ひとすじに歩みつづ
けてきた天野敬太郎を敬愛するという点では一致している。天野が大正11年から2吟三以上
も京大に勤務した関係から，当時の上司や同僚であった本庄栄治郎や小川寿ーらの寄稿が
あり，また多田二郎や稲村徹元や深井のような，天野が昭和42年以来居を東京にうつして
現職の東洋大学の講壇に立つようになってから彼の教えをとくに親しくうけるようになっ
た東京の若い図書館人たち一一彼らが竹内とともに本書の編集刊行の主力となった一の
労作もある。さらに杉山忠平や山崎怜のように，天野とは直接の人的交渉はすくないが，
彼の業績の評価を通じて間接に天野の知友となった学究の論考も見られる。だが天野がそ
の働きざかりの20年間（昭和23-42年）を関西大学でおくったためであろう，関西大学の
関係者の寄稿が十数人に及んでいる1)ことが注目される。
本書の「天野敬太郎先生ー一随想＿」のなかに収録されている「図書館復興の頃」と
いう森川太郎の文章は，関大における天野の業績を語ったものであるが，それによれば，
. 
注(1) これらの人々のうちで現在も関大の専任教職員として活躍している人々による本書
への寄稿はつぎの通りである。福本喜之助（文学部教授）「現実主義的言語観と Weis-
gerberのドイツ的な言語の概念について」，吉永登（同）「畔田伴存の「松前言葉」に
ついて」，森川彰（図書館運営課長）「慶元堂について」，万里小路通宗（同図書課長）
「日本におけるハイデッガー書誌」， 吉川直（同運営課主任）「外国人名について」，
国井邦子「書籍目録作者寄」（同図書課）。
123 
38b 闊西大學『経清論集」第21巻第3号
昭和22年6月関大の図書館長に就任した森川は，図書館の復興をはかるには常勤の専門家
を得ることが第一と考えて人材の獲得に努め，木寺清一の紹介で天野をむかえることに成
功，森川は安んじてこの図書課長に図書館の運営業務をまかすことができた。森川はい
う， 「加えて専門的な館員の養成にも随分と骨を折っていただいた。新分類法による図書
整理の完成，当時の図書館としては革新的な開架閲覧室の開設等，日常業務以外の大きな
仕事も，概ね天野さんの発意と実行力によったものである」 (p.993)。さらに森川は，昭
和24年5月から開始された関西大学図書館講習所が，図書館知識の普及と図書館人の養成
とに少なくない貢献をしたことをのべ，「しかしこれについても天野さんがあってこそ関
西地域の専門家の協力が得られたのであり，その意味において講習所の功績の大半もまた
天野さんに帰してよいであろう」と書いている (p.994)。たしかに現在関西大学の図書
館が関西一円の私大図書館のなかでは最も充実した図書館の一つとなった原因は，森川を
はじめ戦後の歴代の館長の功績を第ーにあげるぺきであることはいうまでもなかろうが，
この復興•発展期に図書課長の職責をまっとうした天野の努力にも多くを帰さなくてはな
るまい。関大時代の天野はこうした図書館の実務担当者としての活動の他に，図書館学や
書誌学の研究者としてもめざましい業績をあげており，その足跡をわれわれは本書巻末の
略年譜や著作目録で知ることができるのだが，とりわけわれわれにとって忘れられないの
は，天野が当時本誌に発表した古典派経済学者やマックス・ウェーバーの文献目録であっ
て，これらの業績によって天野は，戦後のわが国の経済学史家やウェーバー研究者たちに
貴重な寄与をしたのであった。天野の生涯のなかでも働きざかりの第二期にあたるこの関
大時代に親しく教えをうける機会に恵まれたものの一人として，このような記念論文集が
刊行されたことに深い感銘をおぽえずにはおられない。以下本書の主要部分である第I部
および第I部の諸論稿を紹介することにしよう。
]I 
本書の第I部である図書館学編は(1)図書館， (2)図書・書誌学， (3)書誌・書目の3部門に
分けられ，それぞれ24篇， 10篇， 13篇の論稿が収録されている。 (2)と(3)のなかにも力作が
すくなくなく，私がとくに有益に読んだものをあげると，一般的な内容のものでは，桜井
良策「書誌洋一ー解釈学的考—」，丸山信「書誌作成法私案」，奥泉栄三郎「引用文献分
析による人文・社会科学資料の諸特性⑨り―特に米国における従来の成果と動向—」,
特殊的な内容のものでは学術的価値の高い古版本や手稿・手紙類のわが国への導入に活躍
している雄松堂の新田満夫「欧米の古書入札制度について」，安田辰馬「労働事情調査に
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関する文献目録考ーー戦前・官公庁労働事情調査の系譜を背景として一」，小川寿一
「農業全書の書誌学的考察」などがある。 『福沢諭吉とその門下書誌」 (1970)の著者丸
山信が豊富な体験にもとづいてまとめた書誌作成法はわれわれが書誌を編むときの参考に
なるとこらが多いし， 小川寿ーによる宮崎安貞の「農業全書J(初版元禄10年）の各版本
についての多年の書誌学的研究成果もまた貴重である。
だが(2)や(3)にくらぺて量的にもはるかに多く，また「図書館学とその周辺」という本書
のタイトルからしても一番注目されるのは(1)にあつめられた24篇であろう。巻頭におかれ
た大山網憲「図書館学の構造化について」と森耕一「一つの反省ー一科学性ということに
ついて一ー」は，図書館学の学問としての一層の前進を切望する筆者の願いがこめられた
総論的な文章である。各論的な論稿のなかには，（イ）図書館史（鈴木徳三「図書館発達の系
譜，及び現代的意義」，青木次彦「近代日本図書館史覚書」など），（口）目録論（石山洋「主
記入の運命ーーシー・ディ・ガルの所説をめぐって一」，西村捨也「図書目録と補助索
引の関係について」）， Kヽ）外国の図書館の紹介（杉山忠平「イギリス人と図書館」， 岩猿敏一
生「西ドイツの大学図書館」，津久井安夫「社会主義国家・・・…の大学図書館」など）とい
う風に，多彩な興味ふかい諸労作を見いだすことができる。
こうした文章を通読した後の私に最も強くのこった感想は，現代のわが国の図書館界が
かかえている諸問題というよりは諸困難が，多くの論者によって切々と訴えられていると
いうことであった。たとえば鈴木は「大学図書館に関しては，新制大学の理念が年を逐う
ごとに形骸化し，大学図書館人の意欲と裏腹に，現実の壁は厚く，ともすれば，館界から
の離脱を図る真摯な若手館員や，意欲の喪失，または安住の心境，果ては，諦観にも似た
心情に陥る空気が禰漫し始めた実情は見逃し難い」 (p.50)とのぺ，「わが国にあっては，.. 
知的世界のみなしごとすら投映し得る図書館が，図書館本然たる姿に立ちかえり，露命を
つなぐに汲々とした過去の図書館から，未来に生きる図書館としての過程を探求する重大
な岐路に立たされているのではなかろうか」 (p.52) という。これほど強い語調ではない
が，青木もまた近代日本の図書館史は「全く受難の歴史であり••••••苦斗の歴史であった」
とのべ，「これは現在も未だ続いているし，今後もまだ続くであろう」 (p.73)といい，そ
の理由を「絶対主義的，半封建的な要素を多分に引き継いだわが国の社会」 (p.75) の本一
質にもとめている。杉山の文章のなかにも同様の主旨のことがつぎのように書かれてい
る。「イギリスでは津々浦々にいたるまで住民が公共図書館サービスヘの自由かつ容易な
接近を享受している」のに対し，近代の「日本では教育の普及はけっして公共図書館の普
及を生まなかった。 …•••これもまた日本における市民社会末成立の証拠であろうか」 (p.
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95)。住民への貸出に重点をおく地区図書館の未発達の現状については武藤重勝も「私は
長年務めていた図書館を退いて，利用者の苦労がだんだん分かってくるような気がする」
とのべ，自宅から30分以上もかかるところに図書館があるようでは一般の人はとても利用
する気になれないだろうと指摘している（「読書と図書館」， p,301)。また地方自治法の第
100条にもとづいて地方議会に附置されている議会図書室について玉木は「図書室の機構
規模の問題，あるいは専任職員配置の問題といった点などから，図書室運営の問題に関す
る研究も遅れ，多くの課題をかかえたまま低迷しているのが現状である」（「議会図書室の
運営」， p.258) とのべている。あるいは石井富之助は「図書館の視聴覚資料~その20年
の歩みーー」において，「図書館法」（昭和25年4月制定）第3条第1項が「郷土資料，地
方行政資料，美術品，レコード，フィルムの収集にも十分留意して，図書，記録，視覚聴覚
教育の資料その他必要な資料•…"を収集し一般公衆の利用に供すること」とあるにもかか
わらず，この点に関するその後の歩みはまことに遅々たるものがあることを訴えている。
さらに住谷雄幸は「図書館界に要請される調査的機能の歴史的背景」において， 1971年か
らはじまった国立国会図書館業務の総合的機械化10ケ年計画をとりあげ， 「国立国会図書
館へのコンビューター導入は，人文・社会科学部門の調査研究体制からの要請に基づいた
内的発展の結果もたらされたものというよりも，主として，アメリカ議会図書館などから
の要請という外的要因と．「コンピューターさえ導入すれば」現実の諸矛盾は解決される
という国立国会図書館首脳部の安易な態度から生み出されたもの」とのべ，「機械化以前
の問題は機械化以前に解決すべきである。そのためには何をなすぺきか。問題解決に主体
的に取り組む図書館員の姿勢の確立以外にはない」 (p.256)と主張している。
このような主張を通じてわれわれは，わが国の図書館界の現状が，戦後のめざましい発
展にもかかわらず，なお種々の点で改善の余地を大きくのこしており，それを克服すると
ともにさらに新しい時代の要請にこたえるためには，関係者の異常な決意と努力とが必要
であることを教えられる。これらの論稿の執筆者のすぺてが多年図書館の改善のために挺
身してきた人々であり，彼等の切実な体験をふまえた発言であるだけに，われわれに訴え
る力はつよい。従来私は単なる図書館の利用者にすぎなかったが，今年4月から勤務先の
大学の図書館の責任者となって図書館運営の一端にふれえたので，こうした発言の重みと
現実のきびしさとを多少は実感できるように思う。だがそれと同時に，現下の図書館界
の「低迷」状態のなかにそれを打破しようとするあかるい動きも決して皆無ではないとい
うことを私は(1)の諸論稿から教えられた。さきに引用した文章で武藤は「ところが嬉しい
•ことには私の家の近く，歩いて10分ぐらいのところに地区の図書館が建つことになった。
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鉄筋コンクリート，地上3階，地下1階の，一般閲覧室，児童室，学習室，視聴室を備え
た図書館である」 (p.302) という朗報をつたえているが，「図書館建築計画書の作成とそ
の前後」で多田二郎が報告している東京経済大学のケースは，まさに住谷のいわゆる「問
題解決に主体的に取り組む図書館員の姿勢の確立」の実例といってよいであろう。昭和43
年に竣工した東京経済大学の図書館は，最近わが国で新築された大学図書館のなかでも最
も優秀な作品の一つとされているのだが，そうじた図書館が生れる過程で，図書館員相互
の自主的な研究会が精力的につづけられ，その研究成果にもとづく学内関係者への説得と
いう図書館側のねばりづよい主体的努力がこの傑作を生み出す原動力となったのであっ
て，われわれはこの多田の報告から多くの貴重な教訓をくみとることができるであろう。
][ 
本書の第I部たる「人文・社会科学篇」には，寄稿者がそれぞれの専門領域での成果を
まとめた21篇の論文があつめられており，そのなかには私にとって評価はおろか理解する
ことさえ至難なモノグラフィーがいくつかあって，全般についての評言はつつしむぺきで
あろうが，私にうかがいうる部分にかぎって見た印象では， 「朝日新聞J(昭和46年9月
20日）の読書欄「えつらん室」に本書を紹介した杉村武がのぺていたように，本書につい
てもまた「こういう論集の常として，専門的なもの，長短さまざまのもの，いささか玉石
混こうの感を思わせるものが集められている」といえるであらう。いまその中から内容的
に見て「経済論集」の読者の関心を比較的多くひくと思われるものをひらい出すとすれ
ば，つぎの6篇があげられる。中村道問「『石の缶詰J覚書」（大倉喜八郎が日清戦争のと
き缶詰に石コロとか砂利を詰めて軍に納入したという風説について，そういう事件はたし
かにあったが， ただ大倉は無関係であったことをのぺたもの），稲生典太郎「三崎隠士著
「地球のゆめ」に就て一~明治時代における戦争防止条約案の一事例と国際連合的発想の
系譜一」，山崎怜「明治期におけるスミス租税第一原則の解釈について一ひとつの試
論一」，斉藤正二「M ・ウェーバーとマルクスにおける近代市民社会の基礎構造」，小谷
正守「消費者運動の史的考察一ーアメリカの場合一」（これは本誌第2哨き第4号所載の
小谷「『消費経済論』研究の興隆と展開H」とあわせ読まれるぺきものである），笠原正成
「老人社会福祉について」。 ここではこの中で最も注目すべきものと思われる山崎論文に
ついてその骨子を紹介しておきたい。この論文をとくにとりあげるのは，学問的労作とし
ての密度が高いということの他に，わが国のスミス研究史理解への寄与というこの論文の
もつ一視角において，天野敬太郎の作成したスミス書誌（天野「アダム・スミス文献目
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録」，本誌第10巻，第1-2号，昭和35年）， Amano,K., Bibliography or the Classical 
Economics, Vol. 1, 1961)にかかわりをもっているからである。周知のように n者国民
の富」第5編でスミスは租税に関する4つの原則をのべているが，山崎によれば，その中
の第1原則に関する解釈について，租税根拠論としては個別的利益説，租税負担配分論と
しては比例税主義としてこれを理解する第1類型と，利益説の内部に能力説の生誕をみと
めるなどスミスの所説のより内在的な把握を志向する第2. 第3類型とがあり，「前者は
系譜的にいえばドイツ財政学の視角から見たスミス像，後者は折衷自由主義ないしはそれ
を内在的に克服する歴史意識の視角から見たスミス像であって，わが国のばあい，ほぼ帝
大系列では前者，私学・商大系では後者の解釈が支配的であった」(pp.773-4)。そして時
代的にみると，明治20年を分水嶺とするドイツ財政学のわが国への影響によって，それま
でに出た諸文献では第2乃至は第3類型につらなる解釈が見られたのに，それ以後になる
と，第1類型の解釈が有力になってくる。こうした段階的対比を資料的にこころみようと
するのがこの論文のねらいであるが，私をとくに注目させたのは，明治23年に出た F.A.
ウォーカー・嵯峨根不二郎訳「応用経済学』1)におけるスミスの租税第1原則の解釈が，
わが国における「第1類型の礎石を冷静にきづいた」 (p.783) という指摘である。別の
機会にのぺたように2), ドイツの歴史学派的経済思想がわが国に本格的に導入されるよう
になるのは明治20年前後からであるが，その場合， ドイツから直接にという導入経路とは
別に，アメリカ経由で間接にというコースもあったのだが，このウォーカー(1840-1897)
の邦訳8)によるドイツ財政学的スミス解釈の導入もまたその一例と見てよいであろう。山
崎の指摘にしたがえば，「右の第1類型は20年以後の明治期における主流となり， その集
大成した頂点に松崎蔵之助「最新財政学』(…•••明治45年・・・・・・）があった」が， 彼がそこ
で「あだむ・すみすノ四大原則」を批判する場合「うをーか一言ヘル」ごとくと「ウォー
注1)これは Walker,F.A., Brief Text-Book of Political Economy, 1886年の第4部門
Some Applications of Economic Principlesの抄訳である。
2)杉原「自由主義と歴史学派」（長・住谷緬「近代日本経済思想史」 I' 有斐閣，
1969年）を参照。
3)アメリカ経由でのわが国へのドイツ経済思想の導入で最も注目されるのは R.T.ィ
リーであるが，そのイリーが中心となってドイツ社会政策学会のアメリカ版をねらっ
てつくったアメリカ経済学会 (1885年）の初代会長がウォーカーであり，また嵯峨根
不二郎はイリーがドイツ経済思想を紹介したパンフレット (ThePast and Present 
of Political Economy, 1884年）を， つぎのように邦訳している。イライ，嵯峨根訳
「新旧両派経済学要領」（吉岡書籍店，明治21年）。
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カーの言を借りるのはじつに象徴的」であった (p.783)。
本書の最後をかざる第m部「天野敬太郎先生ーー随想—」には， さきに紹介した森
川太郎の一文をふくめて8篇の随想がおさめられ，天野の人柄と業績の諸側面が語られて
いる。そこに「天野敬太郎氏と河上肇博士」を書いている白石凡は，河上の弟子で『河上
肇著作集』（全1筑き，筑摩書房，昭和39-40年）の編集者の一人であるが，この「著作集」
が天野の編んだ「河上肇博士文献志」 4) (日本評論新社，昭和31年）や『河上肇随想録」
（河出書房，昭和31年）に多くを負うていることをのぺるとともに，この著作集の刊行に
際して，天野から「編集の基本的な心得を懇切にのべ」当初予定された 15巻の「全部にわ
たって内容の構想を示した」ところの「綿密な編集企画案」をしめされたことを語るとと
もに，河上肇の「どこまでも合点のゆくまで力いっぱいにぶつかって，生半可なことを
せず，自分に課せられた社会的任務を誠実に果す態度は，天野氏と通じていて」，天野が
「学界への大きい業績をあげられたのは•…••河上博士と相通ずる本質をもつ人格者である
ゆえだ」と書いている (p.1007)。図書館人としての天野の歩みをその青年時代から見守
りつづけてきた本庄栄治郎の序文や，前に紹介した森川太郎の一文とともに，この白石の
文章は，天野の真摯な人柄をわれわれに最もよくったえてくれる佳品である。（巌南堂扱，
1971年6月， A5版， 1482ペー ジ， 15,000円）
4)本書第I部の三「書誌・書目」に収録されている杉原「『河上肇博士文献志Jの一
補遺」は，天野のこの『文献志』にいささかの補足的情報をつけ加えようとこころみ
たまずしい報告である。
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